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 オオイタドリは、成長が著しく交通安全上の支障となる場合があり、適切な維持管理により

生育を抑制する必要がある。これまで、メッシュシートをオオイタドリの生育箇所に被覆する

方法を検討してきた。その結果、オオイタドリの生育を抑制することのできる適切なメッシュ

シートの開口部の大きさ、メッシュシートの継ぎ目からオオイタドリが発生しづらい効果的な

継ぎ方などを求めることができた。 
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1.  はじめに 

北海道では、道路盛土や河川堤防ののり面にオオイタ

ドリが生育し、種々の支障が生じている。例えば道路面

に侵入し道路交差部や曲線部で視程障害となる場合があ

る。また、歩道や河川堤防の天端に倒れ込むと、歩行の

障害・点字ブロックへの支障となる場合がある。このよ

うな状況に対処する方法として、北海道開発局では除草

の時期や間隔に関する研究1) 2)などから草刈りにより対応

することが一般的である。一方、イタドリの生育箇所を

メッシュシートにより被覆する方法3)を踏まえ、筆者ら

は、除草費用を低減する目的としてオオイタドリの生育

箇所をネット状のシート（メッシュシート）により被覆

することでオオイタドリの生育を抑制できることを確認

してきた4) 5)。 
試験施工を重ねる中で、オオイタドリの生育を抑制し

つつ、他ののり面緑化植物は生育できるメッシュシート

の開口部（網目の大きさ）に関する検討、オオイタドリ

の生育抑制の持続性向上に資するメッシュシートの貼り

方に関する検討を行い、適切な施工方法を提案できた。

さらに、施工の応用として継ぎ目からオオイタドリが発

生した場合やメッシュシートが破損した場合の補修とオ

オイタドリの生育を抑制するための具体的な方法による

試験施工を行った。本報告は、これらの結果を紹介する

ものである。 
 
 

2.  試験方法 

 

メッシュシートによりオオイタドリの生育を抑制する

ために、オオイタドリの生育は抑制し、その他植物が生

育するメッシュシートの開口部の大きさを求めることを

目的とし、開口部の大きさが異なる3種類のメッシュシ

ートをオオイタドリの生育が旺盛な箇所に貼り付けた。

次に、メッシュシートの効果の持続性を確認するため、

開口部が1.1mmのメッシュシートを貼り付けてから2、3、
7年後に施工箇所を調査した。さらに、メッシュシート

の継ぎ目からオオイタドリが生育した箇所や施工中にメ

ッシュシートが破損した箇所の補修を試験的に実施した。

最後に、オオイタドリの生育を抑制できる実用的な方法

により、3箇所ののり面で試験施工を行った。 
各試験に使用したメッシュシートは高密度ポリエチレ

ン製で、その仕様と施工条件を表-1に示す。 
メッシュシートを貼り付けるとき、その場所に生育し

ていたオオイタドリおよびその他植物を地際まで刈り取

った。メッシュシートを貼り付けた後は、貼り付けた箇

所のメッシュシートの状態と植物の生育状況を調査する

ことで効果を確認した。植生の生育状況の調査として、

地上部は、図-1に示すオオイタドリの植被率（単位面積

あたりの植物の占める割合）と草丈（根元から最大に伸

長させた植物の長さ）を測定した。地下部は、原則3m
×3mの範囲をバックホウにより掘削し、土砂からオオ

イタドリの全量を丁寧に取り出し、水洗いして土砂を取

り除いたのち乾燥せずに、図-2に示すオオイタドリの地

下部の部位についてその全長、全質量、芽の全数、塊茎

の全数と大きさを計測した。掘削時には、調査範囲外の

地下部を範囲内へ引き込まないように境界で人力により

切断しながら作業した。 
メッシュシートの開口部の大きさが異なる場合の調査

で2024年の掘削では、施工面積が小さかったことから、

No.3とNo.5では3m×1.5m、No.4では3m×2mの面積とし

た。 
各調査では、メッシュシートを貼り付けた箇所と比較

するために近傍のメッシュシートを貼り付けていない箇

所において、3m×3mの範囲で同じ項目を測定した。
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2018年の施工ではメッシュシートを貼り付けていない箇

所ではオオイタドリやその他植物を刈り取らなかった。 

なお、メッシュシート被覆後はオオイタドリを含む草

本類について草刈りをしていない。 
開口部の大きさを変えた施工では、図-3に示すように

メッシュシートの浮き上がり量も調べた。 
2025年の実現場での試験施工を実施するまでは、施工

に適切なメッシュシートの開口部やメッシュシートの継

ぎ方の検討をしている中での調査であったため、異なっ

たメッシュシートおよび継ぎ方で施工している。 
  
 

3.  調査結果 

 
(1)   メッシュシートの開口部の大きさと生育状況 

 メッシュシートの開口部の大きさと全植物、オオイタ

ドリおよびその他植物の植被率を図-4に示す。なお本節

では表-1における調査箇所A、メッシュシートNo.1、
No.2、No.3に関する結果について比較を行っている。メ

ッシュシートがない箇所では、オオイタドリの植被率が

高く、その他植物の植被率が低くなった。メッシュシー

トを貼り付けた箇所ではオオイタドリの植被率が低く、

その他植物の植被率が高くなった。また、メッシュシー

トを貼り付けた箇所では2024年より2025年の方がオオイ

タドリの植被率が低くなり、その他植物の植被率は、

2024年よりも2025年の方が大きくなった。2024年は、メ

ッシュシートの開口部の大きさが大きいほどオオイタド

リの植被率が高くなったが、2025年はメッシュシートの

開口部の大きさにかかわらず、オオイタドリは少なかっ

た。その他植物では、2024年は開口部の大きさと植被率

には関係がないように見えたが、2025年では開口部が大

 
表-1  メッシュシートの仕様と施工条件 

 

調査箇所 A B C D E F 
メッシュシートの種類(No.) 1 2 3 4 5 6 

網目の

大きさ

(mm) 

呼び名 2.5 4.0 5.0 1.2 2.5 4.0 
実

測 
縦 2.4 4.3 5.3 1.1 2.6 4.0 
横 2.4 4.2 5.1 1.0 2.8 3.8 

平均 2.4 4.2 5.2 1.1 2.7 3.9 
厚さ(mm) 1.5 1.6 1.8 1.5 1.5 1.4 
幅(m) 1.150 1.340 0.850 1.14 1.150 1.325 

のり面勾配 1:10 平面 1:10 1:1.5 
施工長さ(m) 6 6 6 10 7 3 7 4 
施工幅(m) 4 5 3.4 25 5.7 30 30 30 

試験内容 
および 
施工日 

開口部と生育状況 2024.6.11 - - - 
時間経過と生育状況 - - - 2018.4.12 - - 

補修 -  - - 2025.6.5 2025.6.11 - - 
具体的方法による試験施工 - - - - - 2025.6.10 2025.6.11 2025.7.1 

調査時期 2024.10.1 
2025.11.11 

2020.10.30 
2021.11.5 
2025.11.13 

2025..10.3 2025.11.4 2025.11.4 2025.11.2 

 

 

 

図-2  オオイタドリの部位の名称（田崎ら4)に追記） 

 

 

図-1  植被率と草丈 

 

 

図-3  シートの浮き上がり量 
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きければ植被率が高くなった。 
 図-5に開口部の大きさとオオイタドリの草丈、茎径、

メッシュシートの浮き上がり量を示す。メッシュシート

を貼り付けることにより、オオイタドリの草丈は低く、

茎径は細くなっている。2025年の茎径を除いてメッシュ

シートの開口部が大きいほどオオイタドリの草丈は高く、

茎径は太くなった。メッシュシートのない箇所では、

2025年は2024年と比較して、図-4に示すオオイタドリの

植被率は高くなり、図-5に示すオオイタドリの草丈は高

く、茎径が太くなった。これらのことから、オオイタド

リは、冬期に地上部が枯れてなくなる植物であるものの、

刈り取ったあとそのままにしておくことにより、時間の

経過とともに生育していくと考えられる。 
 メッシュシートの浮き上がり量は2025年が2024年より

若干小さくなっていた。その他植物の植被率が高くなっ

ており、その他植物が開口部をすり抜けることにより吹

き上がり量が低くなったと考えられる。 
オオイタドリの塊茎の大きさの分布を図-6に示す。メ

ッシュシートを施工した2024年は、メッシュシートを貼

り付けた場所がメッシュシートのない場所よりも塊茎が

多かった。植物を対象としていることから地下部の分布

に偏りがあった可能性があること、2024年は調査箇所が

狭かったことなどの影響を受けた可能性がある。または、

地上部の生育が抑制されたために地下部がより生育した

ことも考えられる。 
 オオイタドリの地下部の全長と全質量を図-7に示す。

2024年の結果では、メッシュシートのない箇所と比較し

メッシュシートを貼り付けた方が地下部の全長と全質量

が大きくなっている。しかし、2024年の結果と2025年の

結果を比較すると、メッシュシートのない箇所では、地

下部の全長と全質量が大きくなったが、メッシュシート

を貼り付けた箇所では、どの開口部の大きさでも地下部

の全長と全質量が小さくなっている。時間の経過により

メッシュシートの被覆の効果が発揮され、オオイタドリ

の地下部の生育を抑制できたと考えられる。 

 

 

図-7  オオイタドリの地下部の全長と全質量（開口部の大きさ） 

 

 

 

図-8  オオイタドリの芽の数（開口部の大きさ） 

 

 

図-4  開口部の大きさとオオイタドリとその他植物の植被率 

 

  
 

図-5  開口部の大きさとオオイタドリの草丈、茎径、シートの

浮き上がり量 

 

 

 

図-6  開口部の大きさとオオイタドリの塊茎の数 

 



 

SATO Atsuko, YAMAKI Masahiko 

また、オオイタドリの芽の数を図-8に示す。メッシュ

シートを貼り付けていない箇所では、2024年よりも2025
年の方が芽の数が多くなっていたが、メッシュシートを

貼り付けた箇所では、どの開口部であっても2024年より

も2025年の芽の数は少なくなった。開口部の大きさが小

さいほど芽の数が多くなっていた。植物は過酷な条件で

あるほど芽を多くつける可能性もあるのでその影響も考

えられる。 
 

(2)   時間経過した箇所の生育状況 

2018年に表-1の調査箇所B、メッシュシートNo.4を貼

り付けた箇所のオオイタドリの地下部の全長と全質量を

図-9に示す。メッシュシートを貼り付けていない場合は

他の調査箇所の結果（図-7参照）とほとんど同じである

が、メッシュシートを貼り付けた箇所ではかなり少ない。

なお地上部においてもメッシュシートの上にはほとんど

植物はなかったことを確認している。図-9と図-7では施

工箇所が離れているため一概にはいえないが、両箇所と

もメッシュシートを貼り付けたことにより、時間の経過

とともに地下部が少なくなる傾向が見受けられる。メッ

シュシートは、地上部のみならず地下部の生育を抑制す

る可能性があるといえる。 
オオイタドリの塊茎と芽の数を図-10に示す。図中プ

ロットされていない年は計測を行っていない。塊茎の数

はメッシュシートを貼り付けないと2020年に比べて2025
年は多くなった。メッシュシートを貼り付けた場合、

2020年、2021年と時間の経過とともに少なくなり、2025
年の計測では確認されなかった。このとき、地上部には

オオイタドリは確認されず、地下部に若干の地下茎が確

認された。塊茎や芽が全くなかったことから、この場所

では、今後オオイタドリが生育しない可能性がある。こ

の場所では、メッシュシートを貼り付けてから、7年で

オオイタドリが生育できない環境になった可能性がある。 
 
(3)  継ぎ目からオオイタドリが生育した場合および施工

中にメッシュシートを破損した箇所の補修 

オオイタドリの生育は抑制しその他植物が生育する開

口部の大きさは5.8mmよりも小さいことが既往の調査に

より明らかになっている7)。また、メッシュシートの効

率的な継ぎ方は、これまでの検討の結果4)より図-11に示

すように行う。 

① 施工箇所の整地 

メッシュシートを貼り付ける場所に生育している

オオイタドリやその他植物を地際から丁寧に刈り

取る。 

② 板材の設置 

メッシュシートを貼り付ける箇所に幅約10cm、厚

さ約1cm、長さ約1mの板材を長さ約20cmのスクリ

ュー釘で地面に固定する。このときのスクリュー

釘の間隔は1m程度とする。 

③ メッシュシート仮留め 

メッシュシートを継ぐときは、U字釘で板材の上

からメッシュシートを仮留めする。 

④ メッシュシート設置 

メッシュシートを③のメッシュシートの上からU
字釘で板材の上に押さえる。U字釘は10cm間隔で

千鳥配置とする。 
 この方法でメッシュシートを施工箇所に貼り付けるが、

図-12.aのように継ぎ目からオオイタドリが出てきた場

合や施工途中または時間経過により図-13.aのようにメ

ッシュシートが破損した場合の補修として、この施工が

適用できると考えられる。 

表-1の調査箇所C、メッシュシートNo.5で継ぎ目から

オオイタドリが出たので補修した。生育したオオイタド

リをできる限り根元から刈り取って除去し、元のシート

を重ねて、この上からスクリュー釘により板材を地面に

打ち込み、メッシュシートを地面に密着させる。このと

き、U釘でメッシュシートと板材を固定できないので、

スクリュー釘の設置間隔を小さくしたり、板材とメッシ

ュシートの接合が可能な短い釘を用いてメッシュシート

と地面を固定させる（図-12. b）。 

調査箇所E、メッシュシートNo.6が図-13.aのように破

損したので補修した。破損した箇所よりも若干大きな面

 

 

図-9  オオイタドリの地下部の全長と全質量（時間経過） 

 

 
 

図-10  オオイタドリの塊茎と芽の数（時間経過） 
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積を板材で囲み、スクリュー釘で地面に留めて、この上

からカットしたメッシュシートをU字釘で留める（図-
13.b）。 

施工から約半年が経過した現時点で、メッシュシート

が破損することや板材から外れることはなくこの方法の

適用性が確認された。 

 

(4)  オオイタドリの生育抑制の試験施工例 

本節は表-1の調査箇所D、E、F、メッシュシートNo.6
の試験施工の結果である。イタドリの繁茂が著しい東北

地方整備局の道路盛土、河川堤防およびオオイタドリの

繁茂が著しい北海道開発局の道路盛土において、図-11

の方法により、試験施工を行った。メッシュシートの開

口部は約4mmである。試験施工後の状況を図-14に示す。

施工から1か月後、図-15に示すように天端付近でメッシ

ュシートからイタドリやオオイタドリがはみ出たことが

確認された。板材を歩道の舗装に隙間なく擦り付けるこ

とができなかったことが原因と考えられる。この対策が

課題である。しかし、これ以外ではオオイタドリやイタ

ドリがメッシュシートの上に生育することはなかった。

施工から約半年が経過した現時点において、メッシュシ

ートの浮き上がり、メッシュシートの破損はなく、十分

な効果を確認した。 

 

  
 a. 補修前          b.補修後 

 

図-12  継ぎ目からオオイタドリが出た場合の補修  

 

  
a. 補修前          b.補修後 

 

図-13  メッシュシートが破損した場合の補修 

 

 

①施工箇所の整地           ②板材の設置          ③メッシュシート仮留め 

 

     

④メッシュシート設置 

 

図-11  メッシュシートの施工方法 
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a. 東北（道路盛土）調査箇所D 

 

b. 東北（河川堤防）調査箇所E 

 

c. 北海道（道路盛土）調査箇所F 
         

図-14  試験施工後の状況 

 

 

 

図-15 メッシュシートからはみ出たオオイタドリ 


